
県
民
の
だ
れ
も
が
、
障
害
の
有
無
に
よ

り
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
い「
共
生
社

会
」の
実
現
は
道
半
ば
。状
況
の
改
善
に
は
、

行
政
の
施
策
継
続
だ
け
で
な
く
、地
域
社
会

全
体
が
、
障
害
者
へ
一
層
関
心
を
持
ち
、
社

会
の
一
員
と
し
て
尊
重
し
支
え
合
え
る
よ
う
、意
識
を
変

え
る
必
要
が
あ
る
。
内
閣
府
の「
障
害
者
白
書
」も
、「
障

害
は
様
々
な
社
会
的
障
壁
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
」と

し
て
い
る
。共
生
社
会
の
実
現
へ
県
は
、障
害
へ
の
正
し
い

理
解
が
県
民
に
行
き
わ
た
り
、障
害
者
へ
の
関
わ
り
が
変

わ
る
よ
う
取
り
組
む
べ
き
だ
。

質問

障
害
の
あ
る
人
と
の
共
生

社
会
実
現
に
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

答弁

知
事
…
県
は
令
和
８
年
度

か
ら
、「
山
梨
の
福
祉
に

新
た
な
価
値
を
加
え
る
」
と
い

う
意
味
を
込
め
た
「
や
ま
ふ
く

プ
ラ
ス
」
を
共
通
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
障
害
福
祉
施
策
を
一
体
的

に
進
め
る
。

ま
ず
、
県
民
の
（
障
害
の
あ

る
人
へ
の
）
理
解
を
深
め
る
取

り
組
み
で
は
、
福
祉
へ
の
従
来

の
イ
メ
ー
ジ
に
新
た
な
視
点

を
加
え
る
。
親
し
み
や
す
さ
と

統
一
感
の
あ
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

制
作
、ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開

設
し
、
情
報
発
信
を
強
化
し
て

い
く
。

さ
ら
に
、
施
設
で
働
く
人
の

活
動
や
商
品
に
込
め
ら
れ
た
思

い
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
障
害

へ
の
理
解
と
共
生
へ
の
意
識
の

醸
成
に
つ
な
げ
る
。

障
害
者
施
設
が
生
み
出
す
商

品
や
仕
事
が
、
社
会
の
中
で
正

当
に
評
価
さ
れ
る
環
境
づ
く
り

で
は
、
施
設
が
地
域
の
中
で
安

定
し
て
役
割
を
担
え
る
よ
う
、

商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
支

援
し
、
市
場
で
選
ば
れ
る
商
品

の
創
出
を
後
押
し
す
る
。

ま
た
、
施
設
が
よ
り
多
く
の

仕
事
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
仕

事
の
受
注
や
分
配
、
契
約
を
一

元
的
に
担
う
「
共
同
受
注
窓

口
」
を
新
た
に
設
置
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
企
業
か
ら
の

発
注
や
、
県
・
市
町
村
に
よ
る

優
先
調
達
に
も
着
実
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
え
、安
定
し

た
工
賃
向
上
に
つ
な
げ
る
。

❶❶
障
害
の
あ
る
人
と
の
共
生

“
責
任
と
行
動
”を
信
条
に
県
政
を
前
に

“
責
任
と
行
動
”を
信
条
に
県
政
を
前
に

山梨県議会議員
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未来へ“アシスト”

O Z A W A  E I I C H I

❶ 
❷
❸
❹
❺
❻
●

地震、豪雨・台風、山林

火災など自然災害が全

国で頻発しています。そんな中、県は昨年10

月、「第五次やまなし社会資本整備重点計画」

の骨子案をまとめ、災害に強い地域づくりと、

持続可能な成長を目指す力強いメッセージを

出しました。一方、国際水素サミットの開催へ

の取り組みや、次世代モビリティの推進は、山

梨の可能性を世界に示す挑戦です。「県民生活

の守り」と「未来への投資」を両立させる長崎

知事を支え、「責任と行動」を信条に県政を前

に進めます。

信玄公祭りの準湖衣姫に輝いた越石美麗さん（韮崎市出身）と
（3月29日、穴山町さくら祭り〈同市穴山町〉にて）

就労支援施設で食品加工に従事する障害者

所 信

私の思い

県民理解へ情報発信強化

２
月
議
会
一
般
質
問

1面
2面
2面
2面

3面
3面

4面

障害のある人との共生………
結婚支援の取り組み…………
県とJAの営農指導……………
県のコメ作り支援……………
森林環境税の活用……………
県道島上条宮久保絵見堂線…
2026年度山梨県予算…………
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質問

令
和
８
年
産
の
米
の
作
付

面
積
の
確
保
・
拡
大
の
件

の
方
向
性
と
、
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

答弁

井
上
副
知
事
…
米
の
安

定
供
給
体
制
の
再
構
築
が

不
可
欠
で
、
こ
の
た
め
県
は
、

令
和
８
年
度
の
生
産
数
量
目
安

を
２
万
４
６
７
４
㌧
と
し
、令

和
７
年
度
か
ら
１
８
３
㌧
増

や
す
目
標
を
設
定
し
た
。
目
標

の
実
現
に
は
、
種
子
供
給
体
制

の
強
化
や
未
利
用
水
田
の
再
生

に
加
え
、
生
産
機
械
や
施
設
の

導
入
を
推
進
し
、
生
産
力
を
よ

り
一
層
、
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
。そ

こ
で
、
現
行
の
補
助
制
度

を
見
直
し
、
こ
れ
ま
で
限
定
し

て
い
た
対
象
品
目
を
全
て
の
米

へ
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

田
植
機
を
補
助
対
象
に

平
均
初
婚
年
齢
は
、男
性
31
・
１
歳
、女
性
29
・
８
歳
―
。

令
和
７
年
公
表
の「
人
口
動
態
統
計
」で
は
、未
婚
・
晩
婚
化

の
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
国
の
別
の
調
査
で
は
、34
歳
ま
で

の
未
婚
者
の
う
ち
、「
い
ず
れ
結
婚
す
る
つ
も
り
」
は
８
割

を
超
え
た
。
未
婚
理
由
と
し
て
は
、「
適
当
な
相
手
に
ま
だ

巡
り
会
え
て
い
な
い
か
ら
」と
の
回
答
が
、男
女
と
も
約
半
数
だ
っ
た
。

一
方
、県
は
結
婚
を
応
援
す
る
た
め
、「
や
ま
な
し
縁
結
び
応
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」を
構
築
、出
会
い
の
機
会
や
婚
活
情
報
の
提
供
を
し
て
い
る
。

昨
年
12
月
に
は
、結
婚
支
援
大
手「
Ⅰ
Ｂ
Ｊ
」と
連
携
協
定
も
締
結
。
若

者
が
結
婚
へ
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
す
る
支
援
が
必
要
だ
。

本
県
の
農
業
生
産
額（
令
和
６
年
）は

33
年
ぶ
り
に
１
２
０
０
億
円
を
突
破

し
た
。
農
業
従
事
者
の
努
力
と
、県
普
及

指
導
員
、Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
が
連
携
し
、

栽
培
技
術
の
向
上
や
経
営
改
善
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
も
一
因
だ
。一
方
、技
術
の
普
及
・
指
導
を

担
う
専
門
職
は
、Ｊ
Ａ
の
広
域
合
併
な
ど
を
背
景
に
、

農
家
か
ら「
指
導
力
低
下
」を
懸
念
す
る
声
も
聞
か
れ

る
。
ま
た
、農
産
物
の
流
通
・
販
売
は
多
様
化
し
て
お

り
、指
導
員
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
も
極
め
て
重
要
。県

が
推
進
す
る「
稼
げ
る
農
業
」の
実
現
へ
は
、指
導
員
の

一
層
の
連
携
が
必
要
だ
。

み
も
重
要
で
、
民
間
の
専
門
的

知
見
を
取
り
入
れ
た
伴
走
型
支

援
を
展
開
す
る
。

具
体
的
に
は
、
昨
年
連
携
協

定
を
締
結
し
た
Ｉ
Ｂ
Ｊ
を
は
じ

め
、
民
間
結
婚
支
援
事
業
者
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
結
婚
相

談
員
に
よ
る
個
別
の
伴
走
支

援
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
県
内
各
地
域
の
魅
力

を
生
か
し
た
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、
出
会
い
の
機
会
を

創
出
す
る
。
さ
ら
に
、
20
代
の

未
婚
者
が
民
間
結
婚
相
談
所
を

利
用
す
る
際
の
入
会
金
の
一
部

を
助
成
し
、
将
来
へ
の
一
歩
を

踏
み
出
し
や
す
く
す
る
。

韮
崎
市
は
本
県
を
代
表

す
る
米
ど
こ
ろ
だ
が
、
本
県

全
体
で
は
、
長
年
の
生
産
調

整
に
加
え
、
農
業
の
担
い
手

不
足
、農
家
の
高
齢
化
で
作

付
面
積
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
県
内
生
産
だ
け
で
は
県
内
需
要

を
満
た
せ
ず
、
生
産
量
拡
大
は
喫
緊
の

課
題
に
な
っ
て
い
る
。一
方
で
、県
は
夏
の

高
温
障
害
に
強
い
新
品
種
「
に
じ
の
き

質問

県
は
「
県
普
及
指
導
員
」

「
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
」
の

連
携
と
人
材
育
成
に
ど
う
取
り

組
ん
で
い
る
か
。

答弁

農
政
部
長
…
本
県
農
業

の
発
展
に
は
、
農
業
現
場

を
支
え
る
県
普
及
指
導
員
と

Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
の
連
携
と
、

指
導
力
向
上
が
重
要
。
県
は
Ｊ

Ａ
と
合
同
で
研
修
を
実
施
し
指

導
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
産
者
へ
迅
速
で
的

確
な
営
農
指
導
を
実
践
す
る

質問

今
後
、
県
は
結
婚
支
援
の

取
り
組
み
を
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。

【
普
及
指
導
員
】　

農
業
改
良
助
長
法
に
基
づ
く
国

家
資
格
を
持
ち
、農
業
従
事
者
へ
技

術
指
導
や
経
営
相
談
を
行
う
。各
都

道
府
県
の
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

キーワード

答弁

知
事
…
結
婚
を
望
み
な

が
ら
も
、
諦
め
る
人
が
少

な
く
な
い
。
背
景
に
は
、出
会

い
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
若

い
世
代
が
将
来
に
希
望
を
持
ち

に
く
い
社
会
構
造
が
あ
る
。
と

り
わ
け
、
所
得
や
キ
ャ
リ
ア

の
見
通
し
が
立
ち
に
く
い
こ

と
が
、
結
婚
を
た
め
ら
わ
せ
る

大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る

と
の
指
摘
も
あ
る
。

（
こ
の
た
め
）
県
は
ス
リ
ー

ア
ッ
プ
（
従
業
員
の
ス
キ
ル
、

企
業
収
益
、
賃
金
ア
ッ
プ
）
を

は
じ
め
人
へ
の
投
資
を
通
じ
、

賃
上
げ
と
成
長
機
会
の
好
循
環

を
生
み
出
し
、
安
心
し
て
人
生

設
計
を
描
け
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
。
と
と
も
に
、
結
婚
を

望
む
人
の
背
中
を
押
す
取
り
組

し
、
農
業
者
へ
の
指
導
に
活
用

す
る
、
全
国
初
の
試
み
に
よ

り
、連
携
を
強
化
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
高
温
や
乾
燥

な
ど
の
気
象
条
件
や
病
害
虫
に

よ
り
、
農
作
物
へ
の
被
害
が
予

想
さ
れ
る
場
合
、
的
確
な
情
報

を
迅
速
に
共
有
し
、
速
や
か
な

に
は
、
情
報
通
信
機
器
の
活
用

が
不
可
欠
。
令
和
７
年
度
か
ら

は
、
県
と
Ｊ
Ａ
が
業
務
用
チ
ャ

ッ
ト
ツ
ー
ル
で
情
報
を
共
有

指
導
に
役
立
て
る
。
さ
ら
に
、

営
農
面
に
加
え
、
新
た
な
販
売

戦
略
の
導
入
や
販
路
拡
大
に
つ

な
げ
る
と
と
も
に

有
利
な
価
格
で
販

売
を
実
現
す
る
た

め
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
能
力
の

強
化
も
重
要
だ
。

こ
の
た
め
、
Ｊ

Ａ
職
員
な
ど
を
対

象
に
、「
や
ま
な

し
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
」
と
連
携
し

た
講
座
を
実
施

し
、
販
売
強
化
を

支
援
す
る
。
本
講

座
で
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
イ
ン
の
視
点
や

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
手
法
、
デ
ジ
タ

ル
Ｐ
Ｒ
戦
略
な
ど
「
稼
げ
る
農

業
」
に
つ
な
げ
る
知
見
を
習
得

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

ら
め
き
」の
生
産
拡
大
や
、ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
の
方
針
を
示
し
て
い
る
。
韮
崎
市

内
で
も
そ
の
作
付
け
は
拡
大
し
、
生
産

者
か
ら
は
、「
さ
ら
に
作
付
け
面
積
を
増

や
し
た
い
」と
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

↖

農家㊧に営農支援する指導員（イメージ）

婚
活
パ
ー
テ
ィ
。

未
婚
者
の
８
割

は「
結
婚
願
望
あ

り
」と
い
う

梨北米の「にじの
きらめき」（梨北
農協提供）

❷❷
結
婚
支
援
の
取
り
組
み

❹❹
県
の
コ
メ
作
り
支
援

❸❸
県
と
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導

私の思い

私の思い
““
稼
げ
る
農
業

稼
げ
る
農
業
””へ
連
携
を
強
化

へ
連
携
を
強
化

県
と
民
間
支
援
事
業
者
の
伴
走
で

県
と
民
間
支
援
事
業
者
の
伴
走
で

増
産
へ
転
換

増
産
へ
転
換    

補
助
対
象
を
全
品
種
に
拡
大

補
助
対
象
を
全
品
種
に
拡
大  

私の思い
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加
え
た
。ま
た
、気
象
リ
ス
ク
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、「
に
じ

の
き
ら
め
き
」
の
生
産
拡
大
に

加
え
、
既
存
ブ
ラ
ン
ド
米
の
高

品
質
・
安
定
生
産
技
術
の
指
導

を
徹
底
す
る
。

生
産
力
の
強
化
と
並
行
し
、

流
通
・
販
売
面
で
の
取
り
組

み
と
し
て
、『
山
梨
「
に
じ
き

ら
」
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
』で
あ
る

江
﨑
新
太
郎
氏
の
協
力
を
得

て
、（
に
じ
の
き
ら
め
き
の
）

森
林
は
県
土
保
全
や
水
源
涵
養
、温
暖
化

防
止
な
ど
の
公
的
機
能
を
持
つ
。
人
工
林
は

木
々
の
密
度
を
適
切
な
水
準
に
減
ら
す「
間

伐
」に
よ
り
、保
水
力
が
向
上
、土
砂
災
害
防

止
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
。
こ
の
た
め
県
は

独
自
の「
森
林
環
境
税
」を
平
成
24
年
度
に
導
入
、間
伐

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物
被
害
や
、市
街
地
周
辺

で
の
ク
マ
の
目
撃
が
相
次
い
で
い
る
。
一
因
と
さ
れ
る
里

山
林
の
荒
廃
、奥
山
で
の
餌
の
減
少
へ
の
対
策
に
森
林
環

境
税
を
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

国
が
整
備
を
進
め
る
「
新
山
梨
環
状
道
路
」

の
北
部
区
間
が
供
用
さ
れ
る
と
、
甲
斐
イ
ン
タ

ー
（
仮
称
）
と
韮
崎
イ
ン
タ
ー
周
辺
や
市
内
中

心
部
と
を
最
短
で
結
ぶ
区
間
の
交
通
需
要
は

確
実
に
増
大
す
る
と
み
ら
れ
、
周
辺
道
路
網
の

強
化
は
対
応
が
不
可
欠
な
課
題
。な
か
で
も
甲
斐
イ
ン
タ
ー

に
接
続
す
る「
県
道
島
上
条
宮
久
保
絵
見
堂
線
」は
、幹
線

道
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
。
国
道
１
４
１
号
や
市

道
と
の
交
差
点
で
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
な
ど
、そ
の
解
消

が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

質問

県
は
森
林
環
境
税
を
活
用

し
た
森
づ
く
り
に
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
か
。

答弁

森
林
環
境
部
長
…
森
林

に
人
の
手
が
入
ら
ず
荒
廃

し
た
。

導
入
以
降
、
５
箇
年
を
１
期

と
す
る
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
３
期
に
わ
た
り
、
人

工
林
間
伐
を
中
心
に
森
林
の
再

生
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の

結
果
、
毎
年
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
で
、
施
業
地
の
保
水
力

が
向
上
し
、
公
益
的
機
能
を
発

揮
で
き
る
健
全
な
森
林
へ
と
再

生
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

ま
た
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

林
業
被
害
な
ど
に
効
果
的
な
里

山
林
の
再
生
は
、
こ
れ
ま
で
も

森
林
環
境
税
を
活
用
し
て
き

知
名
度
向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
力
強

化
を
図
る
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
シ
ェ
フ

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通

じ
、「
に
じ
の
き
ら
め
き
」
の

魅
力
や
活
用
方
法
な
ど
の
情
報

発
信
を
強
化
す
る
。
さ
ら
に
、

新
た
な
土
産
品
の
開
発
に
も
取

り
組
み
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含

む
観
光
客
に
も
魅
力
を
伝
え
、

県
内
宿
泊
施
設
な
ど
で
の
活
用

を
促
す
。

た
。
し
か
し
、
昨
今
の
ク
マ
の

出
没
状
況
に
鑑
み
、
令
和
９
年

度
か
ら
始
ま
る
次
期
計
画
で

は
、
対
象
エ
リ
ア
の
拡
大
や
餌

と
な
る
広
葉
樹
の
整
備
な
ど
を

強
化
す
る
。

今
後
も
健
全
な
森
づ
く
り

を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

し
た
場
合
、
大
規
模
土
砂
災

害
の
恐
れ
が
生
じ
、
県
民
の
生

命
・
財
産
・
日
常
生
活
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
そ
こ
で
県
で
は
、

主
に
民
有
林
を
再
整
備
す
る
た

め
の
財
源
と
し
て
、
平
成
24
年

度
か
ら
森
林
環
境
税
を
導
入

間伐しないと、日光が届かず下草が消失し、保水力
が低下する

❻❻
県
道
島
上
条
宮
久
保
絵
見
堂
線

❺❺
森
林
環
境
税
の
活
用

渋
滞
回
避
へ
接
続
市
道
と
と
も
に
整
備

渋
滞
回
避
へ
接
続
市
道
と
と
も
に
整
備

税
収
を
間
伐
に
充
て
森
を
再
生

税
収
を
間
伐
に
充
て
森
を
再
生

私の思い

私の思い

４
面
に
つ
づ
く

地区要望に対する

実績  2025〜26

③釜無川（清哲町青木）で伐木

④須玉IC入口信号機 時差式へ変更

②黒沢川（藤井町駒井）で除草

①大門沢川（ 旭町上條南割・上條中
割）で浚渫 (下流部)【完成】

⑤中央町交差点停止線・横断歩道を更新

⑥韮崎西中学校北T字路停止線 ・ 横
断歩道を更新

⑧教育厚生委員長挨拶

⑧
教
育
厚
生
委
員
長
と

し
て

⑦韮崎東中学校東交差点 停止線・横
断歩道を更新
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「
富
士
ト
ラ
ム
」
構
想
で
、富

士
山
の
麓
か
ら
五
合
目
ま
で

の
電
気
・
通
信
設
備
の
基
本
設

計
を
実
施
す
る
。
車
両
は
「
欧

州
製
車
両
導
入
検
討
費
」
を
計

上
。ま
た
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
水
を
電
気
分
解
し
て
つ

く
る
グ
リ
ー
ン
水
素
の
実
用
化

へ
、
産
学
官
連
携
の
協
同
組
織

設
立
や
情
報
発
信
拠
点
整
備
の

調
査
を
行
う
。
タ
ク
シ
ー
会
社

十
数
社
の
市
街
地
で
の
配
車
ア

プ
リ
を
活
用
し
た
共
同
配
車
シ

ス
テ
ム
の
実
証
に
助
成
す
る
。

「
県
民
生
活
～
」
で
は
、
高

校
生
進
学
支
援
の
た
め
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
。
ま

た
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

養
育
費
確
保
手
続
き
を
助
成
す

る
。
若
者
の
結
婚
支
援
の
た
め

イ
ベ
ン
ト
開
催
す
る
ほ
か
、
結

婚
相
談
所
入
会
料
を
割
り
引

く
。
ク
マ
被
害
防
止
へ
市
町
村

2月定例会は3月23日、2026年度一般会計予算約5，321億円（前
年度比4％増）を可決・成立した。予算規模はコロナ禍を除くと過去最
高。主要分野は、富士トラムの推進など新たな世界基準・価値への挑
戦▽県民生活の強靱化▽スリーアップ（従業員のスキル、企業収益、
賃金のアップ）の加速。財源不足は80億円とされ、主要基金を取り崩
し充当する。一方、同時に審議した物価対策、公共事業などの25年度
2月補正予算は約452億円となった。

富士トラムの走行イメージ（県提供）

２
月
補
正
予
算
の
「
物
価

高
対
策
」
は
総
額
90
億
円
。
生

活
困
窮
者
支
援
へ
、
寄
付
食
料

の
管
理
や
分
配
を
す
る
「
協

議
会
」
を
設
置
す
る
ほ
か
、
こ

ど
も
食
堂
の
運
営
団
体
に
対

し
拠
点
整
備
費
を
補
助
す
る
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ

原
資
確
保
へ
向
け
た
生
産
性

向
上
設
備
に
、
事
業
所
当
た
り

３
０
０
万
円
を
上
限
に
助
成
す

る
。防
災
・
減
災
・
県
土
強
靱
化

（
公
共
事
業
）
は
３
４
７
億
円

を
計
上
し
た
。

路
を
ど
う
整
備
す
る
か
。

答弁

県
土
整
備
部
長
…
韮
崎

市
内
で
、
朝
夕
の
慢
性
的

質問

韮
崎
市
街
と
新
山
梨
環

状
道
路
の「
甲
斐
イ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道

な
渋
滞
に
加
え
、
企
業
誘
致
や

「
新
山
梨
環
状
道
路
北
部
区

間
」
の
整
備
に
よ
り
、
今
後
、

さ
ら
な
る
交
通
量
の
増
大
が
見

込
ま
れ
る
。
こ
の
た
め
県
は
、

韮
崎
市
と
研
究
会
を
立
ち
上

げ
、
現
況
課
題
を
整
理
し
、
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
を

議
論
し
て
き
た
。

そ
の
中
で
、
国
道
１
４
１

号
か
ら
韮
崎
イ
ン
タ
ー
周
辺
を

経
由
し
、
新
山
梨
環
状
道
路
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
の
強
化
が

対
応
策
の
一
つ
と
確
認
し
て
い

る
。
こ
の
区
間
で
は
、「
県
道

島
上
条
宮
久
保
絵
見
堂
線
」

と
、
こ
れ
に
接
続
す
る
市
道
が

そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
か
ら
、

既
存
道
路
を
活
用
し
た
整
備

が
有
効
と
考
え
る
。
今
後
、
こ

財
政
課
に
よ
る
と
、「
新
た

な
世
界
基
準
～
」
で
は
、ゴ
ム

タ
イ
ヤ
式
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の

の
区
間
に
お
け
る
渋
滞
状
況
の

調
査
や
交
通
需
要
予
測
を
行

い
、
韮
崎
市
と
連
携
し
整
備
方

針
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

が
行
う
「
緊

急
銃
猟
」
を

支
援
。
介
護

人
材
不
足
か

ら
、
介
護
福

祉
士
資
格
を

取
得
し
た

外
国
人
職
員

に
奨
励
金
を

支
給
す
る
介

護
事
業
者
に
補
助
す
る
。

「
ス
リ
ー
ア
ッ
プ
の
好
循

環
の
加
速
」
で
は
、人
材
育
成

拠
点
の
運
営
を
助
成
す
る
ほ

か
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
に
向
け
た
企
業
の
業
務
改

善
や
働
き
方
改
革
を
支
援
。
ま

た
、
非
正
規
雇
用
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
経
理
人
材
と
し
て

の
育
成
・
就
労
を
支
援
す
る
。

地域課題・ご要望を

県にお伝えします!

既
存
道
路
を
活
用
し
た
整
備
が
有
効

物
価
高
対
策
は

物
価
高
対
策
は
9090
億
円
億
円

2026年度 山梨県予算

2025年度
2月補正予算
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